
【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉

自己の考えを表現し、協働的に解決しようとする力の育成

【授業改善】

「自分の考え」を書く場の設定と量的
質的条件を加えた指導

・通信やプリントの配布、懇談会等
での呼びかけ

〈家庭・地域の検証指標〉

「家庭学習の手引き」の徹底

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

児童
生徒
の

課題

指導
の

状況

・校内研修を実施することで、効果的な授業展開の仕方を学ぶことができている。
・進度や教材をそろえて指導した。
・家庭学習の手引きを配布して児童へ指導するとともに、懇談会時や学年通信を通して、保護者にも活用を促している。
・検証授業、互見授業を通して授業改善に努める。
２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・視写や授業の振り返り、週末の課題日記などで、条件を加えた書く活動を取り入れた。
・「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」を毎時間位置付けるようにしている。
・児童アンケートで「書く力がついた」と肯定的に評価している児童は９０％程いるが、教師側は苦手意識をもっている児童が多いと感じて
おり、教材研究し学年で指導の仕方を工夫していく。

１ 組織的な授業改善の取組状況

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

【国語】・語彙力が少ない
　　　 　・文章の意図がつかめない
【算数】・文章の意図がつかめない
　　　 　・算数用語の意味理解・関係性の理解ができていない

　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題

・読書量と質の不足
･生活体験が学習内容に結び付いていない

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）
・授業の中で、自分の考えを書く時間や発表する機会を保障したり、個に応じた指導や補充学習をしたりすることにより、基礎基本の定着を図った。相手や
目的を意識した文章を書く力が弱い。
・単元末テストの結果、各学年において４教科とも平均正答率は７０％を超えている。理科、社会の「知識・技能」の観点において、３年生以上で平均点が
70点以上の児童は、８５％を超えている。「思考・判断・表現」においては、どの学年も算数の平均正答率が低い。

【別紙様式１】

学力状況について 学習状況について

大分市立松岡小学校　学力向上プラン１（８月）

学校教育
目標

豊かに学び、たくましく生きる松岡っ子の育成

育成を目指す
資質・能力 自己の考えを表現し、協働的に解決しようとする力の育成

保護者アンケートにより「学習の習
慣が身に付いている」と答える保護
者９０％以上にする。

・家庭学習の課題に書く活動や前学年の子供の苦手とする内容もを取り入れていく。
・補充プリントや観察記録、リコーダー練習の様子の撮影など一人１台端末を活用した宿題を出し、家庭学習を充実させ
たり情報活用能力の育成を図ったりする。
・大東中学校区でそろえた授業規律に基づいて指導し、学習環境を整え、学習意欲を高める。

【授業改善以外の学力向上の取組】

学力に関する達成指標
・授業で友達と積極的に話し合うことができる子どもの割合・・９０％
・「課題」に対して自分の考えをノートに書いたり、発表したりすることができる子ども割合・・９０％
・「家庭学習の手引き」を活用して家庭学習の充実を図っている。・・９０％

〈検証指標〉 〈検証指標〉

児童アンケートにより「授業で一人１
台端末を活用し友だちと学び合い
ができた」と答える児童を90％以上
にする。

児童アンケートにより「書く力が付い
た（たくさんかけるようになった　条件
作文がかけるようになった）」と答える
児童を９０％以上にする。

今後の
具体的
な取組

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
対話的な活動（ICTを活用も可）を取
り入れた授業づくり

「自分の考え」などの書く活動を取り
入れた授業づくり

ペアやグループで説明し合うような
対話的活動の実践（一人１台端末を
用いての対話を含む）

Administrator
スタンプ

Administrator
スタンプ


